
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

企業の人材育成を図るため、専門家派遣に加え、海外対応力育成セミナー等を実施する。

来年度以降の方
向性

補助事業を継続し、客観的な情報収集・分析から、より付加価値の高い商品の創出、既存商品の磨き上げを図り、市場から求められる商品、求
められる企業へと市内食関連事業者をレベルアップさせ、輸出力強化につなげていく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

活動指標について、財団アドバイザーが企業に積極的なかかわる姿勢が表れており、Ｒ７以降の目標を上方
修正した。成果指標について、Ｒ６実績が目標を下回ったが、財団のフォローにより上方修正可能な範囲であ
ると判断し、Ｒ７目標は変更しない。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

- 0.3億円 0.2億円 0.9億円 1.8億円 3億円

↓

アウトカム
成果指標1

補助事業による開発商品の売上額（累計R6～） という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

938 800 1153 1153 1153 1153

人工

指標

アウトプット
活動指標1

アドバイザーによる年間企業訪問等の件数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.9 人工

令和7年度予算額 93,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 0.9

正規職員業務量 0.9 人工

令和6年度決算額 80,759 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.9 人工

令和6年度予算額 93,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

市内食関連事業者の抱える課題の把握・解決方法を提案し、ターゲット国の市場の特色や各種食品規制に対応した商品開発
及び食品認証の取得等により、輸出力・国際競争力を強化し、輸出拡大に取り組む市内食関連事業者を増加させる。

他都市の状況

環境配慮型の取組に対する補助：栃木県
食品衛生管理認証の取得支援補助：高知県、宮崎県
食関連事業者の課題解決のための専門家派遣：岩手県、埼玉県

市民参加の実施

令和5年度決算額 72,531 千円 うち特定財源 0

施策名 札幌市・北海道の強みである食や観光分野の産業が、時代の潮流を

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

人口減少に伴う国内需要の減少を踏まえ、海外への輸出拡大が食産業成長のポイント。
海外における健康志向の高まり等の現地ニーズ、各種食品規制に対応した競争力のある商品開発や食品認証取得、商品提
案を行っていく輸出力・国際競争力を市内中小企業が育むことが持続的な成長には不可欠であるが、資金や人材・ノウハウ等
の不足から中小企業が独力で対応するには限界がある状況。

事業内容
（何を実施し）

上記課題をワンストップで対応できる支援体制が必要であることから、本事業は食産業振興の専門知識を有する支援機関であ
る（一財）さっぽろ産業振興財団への下記４点の補助により実施する。
①環境配慮型商品開発等の社会的ニーズに対応した取組を行う事業者に対して経費の一部補助実施
　交付件数：１５件
②国際水準の食品衛生管理認証の取得に取り組む事業者に対して経費の一部補助実施
　交付件数：４件
③マーケティング支援や専門家の派遣による課題解決
　利用件数：２３件
　専門家利用人数：１０人
④事業者からの相談対応や事業者訪問、企業間マッチング等を行うアドバイザーの設置
　アドバイザーによる企業訪問等の件数：１１５３件
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